


第1編 第1章 相続開始と相続財産の管理・承継

○特定財産承継遺言 (相続させる遺言)による承継

特定財産承継遺言 (相続させる遺言)とはどのような承継方法ですか。また

承継手続は、誰が、どのように行うのでしょうか。注意点も含めて教えてくだ

さい。

1

チェックポイント

特定財産承継遺言(相続させる遺言)とは遺産分割方法の指定であり、

特段の事情がない限り、被相続人の死亡時に直ちに当該遺産は相続により

相続人に承継される承継方法である

2 特定財産承継遺言 (相続させる遺言)により相続した場合、受益相続人

は、法定相続分を超える部分については、対抗要件を備えなければ、第三

者に対抗することができない

3 受益相続人が遺言者の死亡以前に死亡した場合には、原則として代襲者

には相続されず、特定財産承継遺言(相続させる遺言)は効力を生じない

4 特定財産承継遺言(相続させる遺言)があったときは、遺言執行者は、

原則として当該相続人が対抗要件を備えるために必要な行為をすることが

できる

解説

■ 特定財産承継遺言(相続させる遺言)の意義・法的性質

特定の遺産を特定の相続人に相続させる内容の遺言を特定財産承継遺言(相続させ

る遺言)(民10142) といいます。遺言作成実務上、多くの場面でこの相続させる遺言が

用いられています。記載例は後掲の書式のとおりです。

相続させる遺言は、遺言者の意思によって特定の者に特定の財産を遺言の効力発生

とともに承継させるという点においては、特定財産の遺贈と類似しているといえます
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